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いま大学史を研究し学び合う意義について
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で あ り 、 そ れ は 政 治 の 表 面 に 現 れ ず と も 、
さ ま ざ ま な 分 野 で す ぐ れ た 活 動 を し て お り 、 そ こ で の 実 績 と 信 念 が 、多くの人々
に共感され、教
育者としても信頼されたから
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る 。 そ れ は こ う し た 観 点 で こ れ ま で あ ま り
資料 収 集 を 進 め て こ なかっ
たからで、現在大学史資料課での最大の課題は、そこにある。今年度からその充実をはかるため、卒業生に向けて本格的な活動を開始し 、
よ う や く 資 料
が提供されだしたが、これからの課題である。


















社 会 に は な く て は な ら な い 研 究 ・
教育機関である。それは私学とい
えども同じである。私学助成金は国民が払う税金の一部であるし、科学研究費 な ど
文 部科学省が支 出 す る 研 究 教 育 費 も 税 の 一 部 で あ る 。
つまり私立大学が公共的存在である限り、近現代史研究の重要な
研究テiマとして注目されてよい存在である。事実最近の近現代史研究のテlマとして多くの研究者の関心事になり、既刊の私立大学史の活用度がますます高まっている。そ の 点 で 一 私 立 大学が収蔵している 大学関係資料は、一 大学に埋蔵させておく時代ではもはやない。逆に積極的に公開し利用を促進
することによって、大学のアイデンティティを広く認知されるよう
な活動をなすべき時代に入っている。そして、専門的な研究者の客観的な目を通して、確かな大学のイメージが定着していくことが国民から信頼を得、さらに次代の大学を創造する起点となることだろ， つ。その点で専修大学が創立一五O年に向けて、
創 立 期から順次資料
を公開、刊行していく体制を確認したことの意義は大きい。それでこそ、
「社会知性の開発」
をめざす大学が、社会に向けてなすべき
重要な事業の一つであると思う。
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